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研究ノート；

作勃選択における農業終営の諸闘題

繭 巧　三

　闘題の所在

　従来から、農i漿経営の展開に関して、それを幾定する饗凶抽出のための、

様々な国語からの輿論が襟されて窓ている。農叢経営の展朧を．資宏主嚢経

済の下にお・ける経’1鴬の近代化1遡程としてみれば、それは経営の集約化、資氷

解威の篤度化として把えることができようが、現罰点での農業経営の驚け様

ざ畿であり、岡じく集約化といっても、その内容が異なっていると考えざる

をえない。

それは、農業縄営の展開遜穆1て論ける段階の絹異であるといえるが、その葬i

異は経営に驚ける作懸1：；壌択あるいは作物選択を一ずる際の行儀i！・とは熊段1寒露では

ないだろうと恩われるのである。

　従来の経’蚤理論に：お・いても、チユーネン、エレボー、ブリンクマン弊にみ

られる如ぐ、経営：方式の区別を、記入の集約簾：概念奮もち、その序列性によ

って説明している。そして各経営方式けそれ魚参に：各々終営合理性を亀っ：方

式として説明されている。

　しかしながら、製在の農業経鴬の鞍か煮た｛条件け、提難轡門にお式ハても商

品経済下の状況として、商品生産を厳しく勢求していることである。従》って

集約度序列をもって経営方式あるい1ぐ終営形態を区別し、そ治ぞ弟合理性を

もっと予定認和的にはいい切れ、壕いのでは疫いだろうか。

　集約度に蘭する議論は：主に、農業、立＝駈あるいは経賞：方式の歴典的発展段階

等の問題視角でなされてきているが、そこに澄いて、集約腹序列に従って区

分される各経営は、それぞれ合理的な経営基盤を措…ち、合遡的に経営を運営
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しうることが予定されている。

　つまり、そこに凄いては各経営の：方式は最も合理的に経営しうるような集

約慶内容を持ち、合理的な組織を編成、運鴬していることが前提と簸ってい

るように思われるQそれがゆえに、農業立地論や経営方式の歴史的発展段階

論などの、抽象度の高い間題祝角の下に澄いては、個々の経営の「すがた」

が包摂されうると考えられたのではないだろうか。

　しかしながら、現実の経営に冷いては、すべての経営が合理的な経営基盤

を持っているとはいえず、特・に現代のような商品経済下では経営基盤確立の

手験としての集約化の動きも、その内容，方向，程度が経営基盤確立に、は

たして整合しているかどうかけ大いに検討の余地があると考えられる◎

　もとよ砂、集約化問題は経鴬の内部的側癒からのみの聞題では表く、一方

の大きな側面として、外部的条件の変化…一遷産物，及び生麓手霞の価格、

農業技術、等の変饗㌦一をも問題とし浸ければなら壕い。したがって、経営

の集約化問題の現代的課越とは、外部的条件変化としての経済的変動にたえ

うる柔軟性を、いかにもたせるか、つまり、そのような柔軟性をもつ組織編

成を行ないうるよう液．あるいは保障するところの集約性が用意され、それ

がいかなる形態をとり、いかなる方向へ行くか、であるといえよう。

　さて、経鴬の組織編成の原理は、土地利用共同、労働手段利用共嗣、生産

物利用共陶の各利益の下に、競合関係をさけ、補完あるいは補合闘係にある

作目を選択することにあるといわれてきたが、現在の経営の組織編成として、

それら利用共同関係が経営内で有機的に完徽することができるかどうかが問

題となっていよう。したがってそれは．現実の作匿（作物）選択が、上記の

三昧の経営内組織合理性を持っているかどうかの問題であり、それがまず検

討されねばならないと考える。

　その場倉、組織編成を規定すると思われる、経鴬内の条件一一土地，労働，

資本などの条件が作自（物）選択と経営組織の関連づけの上で、重要な鍵と1

なると考えられる。従って、それら経営内の条件、騨ち経営の集約性の内容、

程贋、方向性に関連した、作屋（選択）と経営組織の問題と設定されよう。
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　経営の集約性の内容、程度というものは、個々の農業経営に藤いてそれぞ

れ異なると思われる。しかしながら、結果として個々の経営が如何なる形を

とろうと竜、現代の条件としての経済変動に耐えうるような経営の集約性の

内容に幽いて、作驕（物）選択と経営組織編成が澄こなわれるならば、それ

は経営の展開の今後のあり方に関して一つの示唆となりうるであろう。

　税在、作臼（物）選択の命題が鋭く現われているのは、特に畑作にお・いて

である。畑作部門は、稲作、酪農の部門のように政策的に優遇されてはこな

かった。そしてそのことは、畑作経営の展騰方向という基宏的な聞題にか～

わるものとして提起されてきたにもか、わらず、依然として、その経営展繭

は畑作経営惣身の手で、それな夢の工夫のみでなされてきている。従って、

経営紺織，作物選択，あるいは集約性にお・いて、畑作経営は画一的で液い、

個々の経営それぞれの特徴をみせていると予想さ煮る。

　以上のような作物選択と集約化の問題を、北海道の畑作経営の問題として

検討してみたい。そこに麓いては、急速な集約化と、それにとも癒う選択作

物の変化が見られ、それゆ，えに、輪作体系の確立の困難性に代表される様々

左心題が現われてきている。

　油鼠は上記の間題について、比較的、先進的といわれる十勝蛾方の一部落

を対象として、そこの各経営が行なってきた集約化の過程及び作物選択の幾

遷を検討し、現在の経営の「すがた」をで見るだけ明らかにしてみたい〇

　十勝・芽室町に融いては、昭和40年前後から、急、・速壕集約化の進展のも

とに、畑作農業の大きな変化がみられている。その変化とは、①作付比率に

澄ける、豆作から根菜作への転換、②畜力からトラクターへの急速な機械化

の進展、③規模拡大の進展、などとして見られる。

　しかしながら、これらの変化が「新しい柔軟性のある癬営縮織」を編成す

る方向へと向かっているかどうかは一概に明らかでけない◎即ち、その問題

は、芽室町に誇いて、各々の経営がその展醐遜程の中での～⑳を如何なる状

態の下でとり入れてきたかが、まず解明されなければならなレ・。そのために

は、個別経営の展開過程の中で、如糊なる経営の条件の下で如糊攻る組織化
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を行い、懲果として如伺なる控物選択が行なわ濃たカ・を明らかにする必婁が

ある。即ち纈泌経犠蓑で下参、そこでの葱三霞獲鰯に冷ける動態邊程分析；が必

婆となるQまた．芽塞町で取夢入れら・れている熔作物（豆嚢や根菓など）が

一一 ﾊ的にどのような性格の作物として考えられているかを明らかにし、さら

に縫’営の条嘗の：銭壬によって、その性格づけがどのように：異なるかなども1司隔…

に知って冷く必磯があろう。

　以上のように、経鴬の動態遍穣分ン醒を逓じて、堤代の社会、経済的条件と

経営内の髄阪された1渚条件の下での経営薪戴のあ錠方を：考えてみたい。
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